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遺伝子分析の容易な大腸菌 K-12 株 AB 1157 由来の JC3890 を用い， EMS 処理によって紫外線
誘発突然変異欠損株 (unm -)を分離した。処理した細胞クローン約 3 万個をレプリカ法によってテ
ストし 6 株の unm一変異株を得た。それら変異株の変異遺伝子座 unm A. unmB および unmC を Hfr
株との接合， RI フアージによる形質導入実験によって決定した o unmA および unmB 遺伝子は，そ
れぞれすでに知らされている lexA び recA 遺伝子と同位置にあること，Ì5"よびそれらの変異株から
unmA一変異は l~xA- 変異に， unmB一変異は recA一変異にそれぞれ属すると考えられる。 unmC 遺
伝子はこれまで発見されていない新しい遺伝子であることがわかったので unmC 遺伝子機能の解析に
重点を置いて研究した。 unmC 変異は紫外線による突然変異誘発， λ フアージの UV -reactivation 
を阻止するが，溶原フアージ A の誘発，細胞分裂阻害，および複製後修復は阻害しない。すなわち
ワ臼? ?
unmC 遺伝子は紫外線によって誘発される諸事象のうち突然変異誘発と UV - reactivation の発現
を支配する。このことは unmC 遺伝子産物が誘発突然変異の生成に直接関与していることを示唆する。
〔総括〕








とんど代りない(例外は UV reacbivation の欠損L 紫外線で生じる DNA の傷も正常に修復できる。
したがって，長い閉その存在が仮定されながら未観認の“誤りがち修復"機能のみを欠く株の可能性
が高く，今後の研究が待たれる株である。今後の大腸菌の突然変異生成の分子機構の研究に重要な寄
与をする株となることは疑いない。さらに，癌化と突然変異の DNA レベルの初期過程は，それぞれ
マウスと大腸菌の聞で酷似していることが明らかになった現在，癌化の初期過程の研究にも大きく寄
与するものと期待され，博士論文として十分価値あるものと判定する。
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